
「アジア太平洋（ ）」コンセプトの有効性

は

坂

じ め に

本 和 一

今，アジア太

コンセプトが行

もう１つは「東

年代前半

世紀の成長セ

トした「アジア

平洋地域をめぐる私たち日本

き交っている。１つは「アジ

アジア（ ）」という

から半ばにかけて， 年代

ンター」，「 世紀はアジア太

太平洋経済協力（ ）」が

の，国際協力のあり方に関わ

ア太平洋（ ）」と

コンセプトである。

来のアジア経済の急速な発

平洋の時代」といわれ，組織

社会的に大きな脚光を浴びる

って大きく２つの地域

いうコンセプトであり，

展を背景に，「アジアは

的には 年にスター

ことになった。このよ

うな状況の中で

象徴するコンセ

上した背景には

しかし，

何よりも 年

ンセプトのもつ

他方，アジア

，「アジア太平洋」というコ

プトとして大きく浮上した

，アメリカ合衆国の

年代半ば以降，アメリカの

のアジア通貨危機を契機にし

インパクトも弱まることにな

通貨危機を契機として，アジ

ンセプトがわが国をめぐる国

。この時期， が地域協

に対する戦略的関心の高さも

への関心の後退と，日

て， の存在感が後退

った。

ア経済の危機管理への関心が

際地域協力のあり方を

力組織として大きく浮

大きく作用していた。

本経済の低迷，そして

し，「アジア太平洋」コ

アジア諸国自身の中か

ら生まれてくる

が浮上すること

った中国の存在

枠組みを模索す

を加えた「

ア共同体」構築

このような中

ことになり，既存組織（

になった。また，通貨危機が

が大きさを増すなかで，アジ

る動きが強まり， 世紀に

＋ 」という地域協力組

の可能性を模索する動きも生

で，「アジア太平洋」に代わ

年に発足）「東南アジア諸国連

一段落した後，急速な経済発

アの諸国の中から新しい「東

入り具体的に に日本

織が動き始めている。さらに

まれている。

って「東アジア」というコン

合（ ）」の役割

展を開始することにな

アジア」の地域協力の

，韓国，中国の３カ国

これを背景に，「東アジ

セプトが大きく浮上し

てきている。

しかし，これ

コンセプトがわ

か。また，その

「東アジア」

アジア」コンセ

で「アジア太平洋」コンセプ

が国をめぐる国際地域協力の

ように導かれるべきものであ

というコンセプト自体，今日

プトを象徴してきた「

トは意義，有効性を喪失し，

枠組みとして一本化していく

ろうか。事はそれほど簡単で

の状況下で，きわめて流動的

＋ 」を中核にしながらも

代わって「東アジア」

ことになるのであろう

はない。

である。これまで「東

，さらにこれにオース

（ ）



トラリア，

ア・サミット

クワラルンプ

「アジア太平洋（

ニュージーランド，インドの

」の名称で開催されること

ールで開催された）。この新しい

）」コンセプトの有効性（坂

３カ国を加えた カ国による

になった（ 年 月 日，第

サミットの開催には，新し

本）

国家首脳会議が「東アジ

１回サミットがマレーシアの

く加わった３カ国の「東ア

ジア」への

とくに日本と

るが，いずれ

係のなかで，

るインドの

ある。

他方， 世

参加願望と 各国と日

中国の間の「東アジア」をめ

にしても，「東アジア」とい

きわめて流動的である。とく

「東アジア」への接近は，その

紀に入って，とくに中国の目

・中・韓３カ国との利害関係

ぐる主導権争いなど，多様

うコンセプト自体，これから

に，一般には「西アジア」

急速な経済発展とあわせて

覚しい経済発展を中核にア

，日・中・韓３カ国間，

な要素が絡んでいるとされ

の政治的，経済的利害関

に属するように見られてい

，きわめて注目される点で

ジアの経済発展が新たな段

階を迎えると

てきている。

て，アメリカ

現実には成功

このような

ないように思

超える柔軟な

わが国をめ

ともに，一時期後退していた

このようななかで，「東アジ

からの抵抗は厳しいものとな

しないであろう。

状況を考えると，改めて「ア

われる。また，これまでの

理解が必要とされることにな

ぐる国際地域協力という場合

アメリカの「東アジア」に

ア」が共同体的な方向でのま

らざるをえないであろう。

ジア太平洋」コンセプトの

「アジア太平洋」コンセプト

るであろう。

，必ずといってよく「開か

対する関心が改めて高まっ

とまりで動くことに対し

またこれを無視した動きは，

もつ意味が浮上せざるを得

についても，既成の視野を

れた地域主義」ということ

が謳われる。

が国をめぐる

同時にこれま

多重的で，か

国際地域協

整が前面に登

歴史的，文明

これはいわば当然のことであ

国際地域協力にとって， 世

での長い人類の文明的，文化

つまた柔軟な発想が必要であ

力という場合，勢い当面する

場することはやむをえないこ

交流的な経緯という側面も軽

るが，このような視点から

紀の新しい地域発展動向や

的な歴史的経過なども視野

る。

経済的，政治的，社会的な

とである。しかし私は，同

視できないものがあるよう

考えたとき，これからのわ

課題は当然の前提であるが，

にいれつつ，相当に多面的，

国家間の利害関係，利害調

時にそれらの背景に流れる

に考える。またそれは，さ

らにこれから

このように

ア太平洋」コ

方，「アジア

ように思われ

本稿は，「

「アジア太平

世紀に大きな流れとなる国

みたとき，私は昨今声高く

ンセプトは依然としてきわめ

太平洋」コンセプト自体によ

る。

アジア太平洋」「東アジア」の

洋」コンセプトの有効性とそ

際社会動向とも深い関係を

謳われている「東アジア」コ

て重要な意義と有効性を有

り広い視野を取り入れること

両コンセプトが浮上した経

の新しい展開について考えて

もっている。

ンセプトと同時に，「アジ

していると考える。また他

が必要になってきている

緯とその背景をたどりつつ，

みようとするものである。

〔筆者は，立

の論議に関与

本稿における

命館アジア太平洋大学の開設に

した経緯がある。この点につい

「アジア太平洋」の理解は，筆者

関わった関係で，立命館の学園

ては，坂本和一（ ），坂本和

個人の責任に帰すべきものであ

政策上での「アジア太平洋」

一（ ）を参照。ただし，

る。〕

（ ）



立命館経済

．国際地域協力をめぐ

学（第 巻・第２号）

る「アジア太平洋」コンセプト

１．「アジア

「アジア太平

れるように，

成にこぎ着け，

て第１回の会議

しかし，

太平洋経済協力（ ）」以

洋」コンセプトが大きく浮上

の形成であった。

年 月，アジア太平洋地

が開催された。

に直結する「アジア太平

前の「アジア太平洋」コンセ

し，社会的に定着する契機と

は，日本とオーストラリア

域における経済分野の諸問題

洋」コンセプト以前にも，そ

プト

なったのは，よく知ら

の努力を主軸にして形

を協議する枠組みとし

の時々の国際関係を反

映しつつ，さま

平洋地域でのさ

「アジア太平洋

（ 年，ミネル

精緻な研究がほ

ここでははじ

形成に至

国際地域協力

ざまな「アジア太平洋」が

まざまな範囲と課題での地域

」の形成については，大庭三

ヴァ書房）がある。「アジア太

とんど余すところなく解明し

めに，この大庭氏の業績をは

るまでの「アジア太平洋」コ

の枠組みをめぐる「アジア太

提唱された。この 形成

協力の試みと，その中での地

枝氏の優れた業績『アジア太

平洋」コンセプトの形成につ

ている。

じめとするこれまでの先達の

ンセプトの動向についてたど

平洋」というコンセプトは，

に至るまでのアジア太

域コンセプトの展開と

平洋地域形成への道程』

いては，この大庭氏の

研究成果によりながら，

ってみる。

年代から 年代に

かけて，わが国

「アジア太平

国際的には，

（ ）」があ

ニュージーラン

オブザーバー）か

内外で，さまざまな形で提起

洋協議会（ ）」

年，韓国・朴正 大統

る。 は， 年６

ド，フィリピン，タイ，マレ

らの代表（閣僚）が集まり，

された。

領の提唱を契機に形成された

月，韓国ソウルに，韓国，日

ーシア，南ヴェトナム，中

設立が宣言された。

「アジア太平洋協議会

本，オーストラリア，

華民国，ラオス（ただし

しかし，

西側同盟」とし

接近のなかで，

日本における

他方，日本国

ンセプトとした

で示された「アジア太平

ての色彩の強い地域コンセプ

その存在意義を失い， 年

「アジア太平洋」構想

内でも 年代半ばから 年

地域協力構想が提唱された。

洋」は，もともと太平洋の西

トであった。したがって，

の閣僚会議を最後に活動を停

代にかけて，いくつかの「ア

側に位置する「親米・

年代に入って，米中

止し，自然消滅した。

ジア太平洋」を基本コ

当時参議院議

提唱をした。鹿

った。しかし，

洋の先進諸国と

想を，単に「ア

年 月外

員であった鹿島守之助氏はさ

島氏の提唱の背景にあった

鹿島氏はこの共同体の形成の

の関係の維持が不可欠である

ジア共同体」とせずに，「ア

務大臣となった三木武夫氏も

まざまな機会に「アジア太平

のは，「日本を中心としたパン

ためには，アメリカやオース

という認識を待っていた。こ

ジア太平洋共同体」とした理

，積極的に「アジア太平洋」

洋共同体」についての

・アジア」の実現であ

トラリアなどの環太平

れが，新しい共同体構

由であったといわれる。

という地域コンセプト

（ ）



を設定し，そ

徴は，先進５

結合体であり

「アジア太平洋（

こでの連帯強化と協力関係の

カ国たる「太平洋」と，東南

，先進「太平洋」が発展途上

）」コンセプトの有効性（坂

重要性を打ち出した。三木

アジアを中心とした，発展

「アジア」を援助するとい

本）

氏の「アジア太平洋」の特

途上地域たる「アジア」の

う二重構造が顕著なコンセ

プトであった

接点としての

三木氏の

形で，「アジ

先進諸国と発

だ，宮澤構想

あり，三木構

ことである。そのような，い

積極的な役割を担うべきもの

「アジア太平洋」構想に引き続

ア太平洋」コンセプトを提唱

展途上諸国で構成される機構

は，アメリカの当時のアジア

想よりも一層対米協調的色彩

わば南北二重構造のなかで

とされた。

いて，宮澤喜一氏が「アジ

した。宮澤構想も三木構想と

は，前者による後者の発展

政策に適応する地域政策の

の強いものであった。

，日本が両者を結びつける

ア太平洋機構」構想という

同様，太平洋を取り巻く

援助を目的としていた。た

あり方を提示したところが

以上３氏の

いたのは，い

り「太平洋」

視点からの地

オーストラ

と

されたのは，

提唱した「アジア太平洋」コ

ずれも日本の「アジア」へ

の一員として，「アジア」の

域協力構想として提唱された

リアにおける「アジア太平洋

も，日本の３氏から出された

オーストラリアにおいてであ

ンセプトは，それぞれ特徴

の志向性を前提としつつも，

発展に対するリーダーシップ

ことであった。

」構想

構想とも違った論理での「

った。

をもっていたが，共通して

「アジア」の先進国，つま

をとるべきであるという

アジア太平洋」構想が提唱

オーストラ

ード・エヴァ

本は，西「

ア」の諸国に

その後

トラリアを含

徴は，大国間

リアでは，すでに戦後間もな

ットが「東南アジア・西太平

太平洋」の先進国，オースト

援助の手を差しのべるという

年に政権についた労働党の

んだ「アジア太平洋地域協議

対立，イデオロギー対立を強

い 年に，ジョセフ・チ

洋地域協力推進機構」構想

ラリアとニュージーランドが

構図であった。

ゴフ・ウィットラム首相は，

体」なる構想を提唱した。

調し，アメリカとソ連，特

フリー政権下の外相ハーバ

を提唱した。この構想の基

，発展途上の東南「アジ

年， とオース

このウィットラム構想の特

にアメリカをこの機構から

排除していた

うして，ウィ

政治的，経済

などの大国が

諸

はなかった。

年にウ

ことである。他方，この機構

ットラムの「アジア太平洋

的つながりを強めることを目

排除されていたことが大きな

国の拒否にあい，実際には実

ィットラムに代わりマルコム

には，日本と中国をメンバ

」は，「太平洋」たるオースト

的とした「アジア太平洋」

特徴であった。しかし，こ

現しなかった。日本や中国か

・フレーザー首相率いる新

ーとして想定していた。こ

ラリアと「アジア」との

であり，その際，アメリカ

のウィットラムの構想は，

らの反応も芳しいもので

政権が誕生した。フレーザ

ー政権は，南

枠組みとし

（ ）

なるもので，

ニュージーラ

北協力のなかでの架け橋とし

て，英連 を重視した。そ

」であった。その第１回が

で象徴されるような「アジア

「アジア」は東南アジアと南

ンド，およびその周辺の南太

てのオーストラリアの存在

れを具現化する試みが「英

年，シドニーで開催された

太平洋」は，これまでのどの

アジアを指していたし，「太

平洋島嶼国を示していた。

を大きく示すことのできる

連 地域諸国首長会議

。フレーザーが主導した，

「アジア太平洋」とも異

平洋」はオーストラリアと

したがって，フレーザーは，

（ ）



「アジア太平洋

を反映していた

しかし，この

立命館経済

」とともに，「アジア南太平洋

。

ようなオーストラリアが提唱

学（第 巻・第２号）

」というコンセプトを使った

した英連 型の「アジア太平

のは，このような事情

洋」コンセプトにもと

づく地域協力は

「アジア太平洋

は

以上のように

った地域協力構

同じ「アジア太

なっていた。

，現実には非常に困難であっ

」というまとまりが，参

年の第４回を最後に自然消

， 年代半ばから 年代

想が，国際的にも，日本国内

平洋」でも，提唱者の立場や

た。時代状況から考えて，英

加諸国自体から積極的支持

滅した。

にかけて，「アジア太平洋」

でも，さまざまな形で提唱さ

その時々の政治動向によって

連 という枠組みでの

をえられなかった。

というコンセプトを使

れた。その際，表現が

，内容は１つひとつ異

しかし，日本

進諸国との協調

ンセプトとして

〔以上，主とし

２．「太平洋

年代から

プトがかなり錯

にとっては，「アジア太平洋

と，アジアとの連帯という，

存在した。

て村尾勲夫（ ），宮智宗七・

」コンセプトにもとづく地域

年代になると，アジア太

綜，拡散したものとなり，

」というコンセプトは，いず

日本の二側面の外交的スタン

大西健夫編（ ），大庭三枝（

協力構想の登場

平洋地域をめぐる地域協力構

「アジア太平洋」よりも単なる

れにしても，西側の先

スを表現する便利なコ

）第４章，による。〕

想に関わってのコンセ

「太平洋」コンセプト

が使われること

さまざまな

その１つの表

援助開発機構

年の「太平洋貿

構想

が多くなった。

構造

れは，日本とオーストラリア

（ ）」に始まり，

易開発機構（ ）な

提唱の問題関心は多様であっ

を中心に， 年から 年に

年の「太平洋経済援助開発機

ど，さまざまないわゆる

たが，「アジア太平洋」コン

かけての「太平洋貿易

構（ ）」，

の提唱である。

セプトとは異なり，東

アジア，東南ア

ある。しかしそ

と，それにとり

これらの協力構

間の経済利害の

「環太平洋連

ジア地域諸国も含めて「太平

の場合でも，依然として，

こ込まれる側としての発展途

想はいずれも，「アジア」を

調整をおいていたと思われる

帯」構想

洋」というコンセプトで包摂

構想を主導する主体としての

上アジア諸国とははっきり区

包摂しつつも，その根幹には

。

していたことが特徴で

域内先進諸国（５カ国）

別が想定されていた。

「太平洋」先進５カ国

年３月，

帯」強化の具体

ループ」を発足

した。本報告書

昧なところがあ

共同体としての

大平正芳氏は首相就任後，

化に向けて，諮問委員会の形

させた。研究グループは

では，「太平洋」といった場

ったが，あきらかなことは先

「環太平洋」地域の連帯がめ

予てから政治理念としていた

で，大来佐武郎を議長とする

年５月，最終報告書『環太平

合どの範囲の地域を指す必ず

進国と発展途上国を含めた，

ざされていたことだった。

「太平洋地域諸国の連

「環太平洋連帯研究グ

洋連帯の構想』を提出

しも明確ではなく，曖

つまり南北を包摂した

（ ）



しかし，こ

発展途上国

ら発展途上国

「アジア太平洋（

の構想では，先進国間の協議

を取り込まなければならない

への協力，両者間の対話，相

）」コンセプトの有効性（坂

に力点をおき，そこで生じ

というスタンスの

互理解促進に力点が置かれ

本）

ている問題の解決のために

とは異なって，先進国か

ていた。そのようなスタン

スから，

想は，文化交

た。

設

「環太平洋

導者グループ

がもっぱら経済的ア

流や人材養成面の協力といっ

立

連帯」構想を主導した大平首

と連携し，この構想の具体化

プローチを基本としたのに対

た，文化的なアプローチに

相と大来佐武郎氏は，オース

に向けて動いた。 年９

して，「環太平洋連帯」構

力点をおくものとなってい

トラリアの 主

月には第１回の「太平洋共

同体セミナー

する発展途上

この共同体形

ーでは「太平

府間機構では

った。

こうして

地域協力は，

」が開催された。しかし，こ

国側の 諸国，南太

成に対してさまざまな懸念が

洋経済協力委員会（ ）」

なく，半官半民の，各協力分

年代前半に， とい

その組織の性格からさまざま

の先進国が主導する「太平

平洋島嶼諸国の目は厳しかっ

表明された。 年６月の

が設立されたが，このような

野別タスクフォースの集合

う形に具体化された「太平洋

のタスクフォースの設立に

洋共同体」形成の試みに対

た。これらの諸国からは，

第２回太平洋共同体セミナ

こともあり， は政

体として活動することにな

」コンセプトにもとづく

より規模を拡大し，制度化

をすすめてい

加は，それま

〔以上，主と

３．「アジ

「太平洋」

このように

った。しかし，他方， 年

で潜在していた 参加

して村尾勲夫（ ），宮智宗七

ア太平洋経済協力（ ）」

から再び「アジア太平洋」へ

， 年代から 年代前半に

代半ばになってすすんだ社

国間の意見対立を顕在化させ

・大西健夫編（ ），大庭三枝

の形成と「アジア太平洋」コ

かけては，地域的にはこれ

会主義国，ソ連と中国の参

ることになった。

（ ）第５章，による。〕

ンセプトの再浮上

までと同じように環太平洋

地域の先進

諸国間関係に

った。日本国

アとの連携」

ア太平洋」よ

また「太平

必ずしも共通

諸国と発展途上のアジア諸国

ウエイトのかかった「太平洋

内でみれば，この地域の協力

よりも「太平洋（とくにアメ

りも単なる「太平洋」が用い

洋」といわれる場合にも，国

の内容をもつものではなく，

を包摂しつつも，「アジア太平

」コンセプトの地域協力構

という場合，結局のところ

リカ）との協調」に力点がお

られた背景であったと思わ

内外ともに，それを提唱し

同じ構想を担いつつも，そ

洋」よりもむしろ，先進

想が提唱されることが多か

途上国地域としての「アジ

かれていたことが，「アジ

れる。

，主導する立場によって，

れぞれ思いが異なっている

場合も多かっ

しかし

いう動きが日

ってきた，ア

あった。この

れの地域協

た。

年代後半になると，新たに

本やオーストラリアで動き始

ジア太平洋地域をめぐる現実

動きは，それまでの「アジア

力とも異なる内容をもった「

「アジア太平洋」を再定義し

めることになった。それは

，とくに経済状況の変化に

太平洋」や「太平洋」のコ

アジア太平洋」の地域協力組

，地域協力を推進しようと

，この時代にあきらかにな

対応して顕在化した動きで

ンセプトで体現されたいず

織，「アジア太平洋経済協

（ ）



力（ ）」の

このような

や

立命館経済

設立につながっていくことに

「アジア太平洋」をめぐる新

などのアジア諸国・地域の

学（第 巻・第２号）

なった。

しい動きの最大の背景は，

めざましい経済発展と相互依

年代における日本と

存関係の深化であった。

通商産業省

を求めて』

このような変

研究会」が設置

間とりまとめ―

書は，日本とア

「アジア太平洋貿易開発研究会

化を背景に，日本では，

され，新たな地域協力のあり

―新たなアジア太平洋協力を

ジア諸国・地域の急速な経済

」の『中間とりまとめ――新

年に入って通商産業省内で

方の検討が開始された。同年

求めて』と題する報告書がま

発展と相互依存関係の深化を

たなアジア太平洋協力

「アジア太平洋貿易開発

６月，同研究会の『中

とめられた。この報告

基礎に，これまでに登

場したさまざま

太平洋」とは異

地域間の利害関

いう意味合いを

づき，『中間と

の諸国

立場が明確に打

な「アジア太平洋」コンセプ

なる，新しい「アジア太平洋

係や摩擦を調整するために水

もった，新しい「アジア太平

りまとめ』では，新たな「ア

・地域がそれぞれの経済力

ち出された。

ト，とくに南北二層構造を暗

」コンセプトを提示した。そ

平な協議や協力に参加するこ

洋」コンセプトであった。こ

ジア太平洋」地域協力には，

に応じた役割分担を果たして

に前提とした「アジア

れは，そこでの諸国・

とが求められる地域と

のような考え方にもと

そこでの先進国， ，

いくべきであるという

オーストラリ

他方，オース

力を提唱する動

ことが多くなっ

洋」は日本の通

をオーストラリ

通産省の場合と

アにおける新たな「アジア太

トラリアでは 年に成立し

きが活発になったが，その際

た。これを主導したのは，ホ

産省プロジェクトの提唱した

ア，ニュージーランドと日

は異なり，アメリカ，カナダ

平洋」構想

たロバート・ホーク労働党政

，改めて「アジア太平洋」コ

ーク首相自身であったが，彼

「アジア太平洋」とは異なり

本，韓国， 諸国に限

の参加が排除されていた。こ

権下でも新たな地域協

ンセプトが用いられる

の示した「アジア太平

，これに参加する範囲

定していた。つまり，

れは，オーストラリア

が，アジアへの

の存在主張，の

の表れであった

「アジア太平

このように，

トにもとづく地

帰属を改めて強めようとい

両面を表現する地域コンセプ

といわれる。

洋経済協力（ ）」の形成

年代後半，日本とオース

域協力構想が提唱されていっ

う意識と，他方，「太平洋」と

トとして「アジア太平洋」を

―― 年

トラリアでは，それぞれ「ア

たが，それぞれの利害，思惑

してのオーストラリア

打ち出そうとしたこと

ジア太平洋」コンセプ

からその内容はかなり

大きく異なって

トラリア・ホー

ら強い反発が出

ていた

しかし，アジ

リアの姿勢の柔

いた。またこれらの構想に対

ク首相の「アジア太平洋」地

た。またいずれの構想に対し

サイドから，その主導権をめ

アをめぐる経済状況の急速

軟化，その中でのアメリカの

しては，さまざまな方面から

域協力構想に対しては，局外

ても，すでにこれまでさまざ

ぐって反発があった。

な変化と 諸国の自信

アジアへの関心の強まり，な

反発があった。オース

者とされたアメリカか

まな活動を展開してき

の高まり，オーストラ

どを背景に，新たな地

（ ）



域協力構想は

議が収斂され

された。

「アジア太平洋（

，日本の通産省研究会『中間

ていくことになった。また，

）」コンセプトの有効性（坂

とりまとめ』の構想に近い

組織の性格も，経済問題に

本）

方向で関係各国・機関の論

限定することで合意が形成

このような

（

は

ア，ニュージ

１回閣僚会議

の

しい「アジア

状況を踏まえて，新たに設

， 年 月６，７日，オー

ーランド，カナダ，韓国，

が開催され，スタートした。

立ち上げは，これまで登場し

太平洋」コンセプトの形成と

立される地域協力の枠組みは

）」と名づけられた。

ストラリアの主催で，日本，

６カ国（当時の加盟国

たどの「アジア太平洋」や

，それを体現する地域協力

，「アジア太平洋経済協力

アメリカ，オーストラリ

）の関係大臣が参加する第

「太平洋」とも異なる，新

の枠組みの成立を意味して

いた。それは

害関係の調

であり，協力

〔以上，主と

の

年代半

国・ソウル）

，発展，成長し相互依存関係

整の必要が高まってきた情勢

組織の再構築であった。

して大庭三枝（ ）第６章に

隆盛と停滞

ばまで， の動向は世

では，中国が 加盟を果

を深める「アジア」の出現

に対する，「アジア太平洋」コ

よる。〕

界的に大きな注目を集めた。

たした。これは にと

と，それをめぐる新しい利

ンセプトの新たな再定義

年第３回閣僚会議（韓

っては，「アジア太平洋」

に中国を取り

ー）ではアメ

想を提唱し

非公式ながら

カの積極姿

された。

しかし，そ

込んだということで，大き

リカ，ビル・クリントン政

た。この構想は実現しなかっ

首脳会議が開催された。

勢を反映して， で貿易

に対する関心と期待は，

のころから は組織的

な意義があった。 年第５

権が新しい「太平洋共同体（

たが，アメリカのイニシアチ

年第６回会議（インドネシア

・投資の自由化の推進をうた

年大阪での第７回会議で

まとまりの弛緩が目立つよう

回会議（カナダ・バンクーバ

）」構

ブで，はじめて で

・ボゴール）では，アメリ

う「ボゴール」宣言が出

さらに盛り上がった。

になってきた。その１つ

の背景は，

キシコやチリ

協議議題も著

のような状況

いのか，が問

それと同

大阪

組織的拡大であった。

などの中南米諸国やロシア，

しく多様化していくことにな

のなかで，改めて「アジア太

われることになったわけであ

時に， の存在を希薄化

の成果に対するアメリカの失

の当初の参加メンバーは カ

モンゴル，パプア・ニュー

った（ 年４月現在の加盟メ

平洋」とは何か，それがな

る。

させるいくつかの事態があっ

望であった。アメリカは前年

国であったが，その後メ

ギニアなどの諸国が加盟し，

ンバーは カ国・地域）。こ

ぜまとまらなければならな

た。その第１は， 年

の「ボゴール宣言」を受

けて， 年の

しかし実際に

にかけたア

関心が低下，

第２は，

生である。

会議では，課題となっている

は，自主性原則に傾斜した基

メリカの思惑を大きく裏切る

少なくとも一時的に低下する

年夏，タイのバーツ暴落を

この危機に際して， は

貿易の自由化に関する拘束

本原則が確認されるに止ま

ものとなった。これを契機に

ことになった。

契機とする，アジアを揺る

力を発揮することはできなか

性の強い決定を期待した。

った。これは，貿易自由化

，アメリカの への

がせたアジア通貨危機の発

った。このことは，アジ

（ ）



ア諸国の

逆に「東アジア

〔以上，主とし

立命館経済

への期待，関心を後退させ

」という単位での地域主義を

て山澤逸平編（ ），宮智

学（第 巻・第２号）

ることになった。つぎの項で

浮上させることになった。

宗七・大西健夫編（ ），船橋

のべるように，これが

洋一（ ），大庭三枝

（ ），同（

４．

年のアジ

ジア」という地

＋

）による。〕

から「東アジア共同体」（

ア通貨危機を契機に，

域コンセプトが大きく浮上す

の制度化

＋ ）へ――関心の移動

に体現される「アジア太平

ることになった。

洋」に代わって，「東ア

「東アジア」

どの東北アジア

「東アジア」コ

モハマッド首

（ ）」構想

しかし，この

ぞれの理由で慎

しかし，

というコンセプトは，

を一つに括った地域を表す

ンセプトが最初に明確に提唱

相が提案した「東アジア経

である。

構想に対しては，アメリカが

重姿勢をとり， 諸国

年はじめ，日本の橋本首相の

諸国からなる東南アジアと

というのがほぼ共通の理解で

されたのは， 年，マレー

済グループ（ ）」，後の

強烈に反発した。また日本と

の足並みもそろわず，事実上

東南アジア訪問がきっかけで

，日本，中国，韓国な

あるといえるが，この

シアのマハティール・

「東アジア経済協議体

オーストラリアはそれ

上げとなった。

，今日「東アジア」の

枠組みとして定

首相が

日本だけではな

に， ＋

同年夏発生し

めることになっ

韓国との関係の

着しつつある ＋ の

諸国との首脳会議（

く，中国，韓国も招いた会

の初会議が実現することに

たアジア通貨危機は，

た。 諸国にとって

強化が必要と考えたからであ

枠組みが生み出されることに

＋ ）の定期化を提案したのに

議の逆提案があり，同年末の

なったからである。

諸国のこの「東アジア」

，この通貨危機を克服するた

ろう。

なった。その際，橋本

対して， 側が

首脳会議の際

の枠組みへの傾斜を強

めには，日本，中国，

年末，第

れることになっ

が採択され，

な協力関係を推

＋

世紀に入る

２回の ＋ 首脳会議

た。 年の第３回首脳会議

＋ が単にアジア通貨

進しようという共同意志を表

（「東アジア・サミット」）の

と， 年１月，シンガポー

が開かれ，ここで ＋

では，さらに，「東アジアの協

危機への対応という一時的な

明することになった。

開催

ルでの小泉首相の提唱がきっ

の枠組みが制度化さ

力に関する共同声明」

課題を超えて，恒常的

かけとなって「東アジ

ア共同体」構築

長声明でそれに

年現在，

大しているとい

このような状

て「東アジア」

が具体的に ＋ の課

向けての協力関係の強化が謳

＋ は，毎年開かれ

う。

況のなかで，今日，アジア太

コンセプトが国家政策レベル

題とされることになり，毎回

われることになった。

る首脳会議を含め，政府レベ

平洋地域をめぐっては，「ア

でも，民間外交レベルでも，

の首脳会議の宣言や議

ルの会議が 以上に拡

ジア太平洋」に代わっ

また学術研究レベルで

（ ）



も，全盛を迎

さらに

トラリア，ニ

「アジア太平洋（

えているようにみえる。

年 月には， ＋ の

ュージーランド，インドの３

）」コンセプトの有効性（坂

首脳会議に引き続いて，

カ国を加えた カ国の首脳

本）

＋ にさらにオース

会議が「東アジア・サミッ

ト」という名

地域協力の

った。しかし

アやオセア

むことになっ

〔大庭三枝

の「東アジア

称で開催されることになった

この新たな展開は，一面では

同時に，それはこれまで「東

ニアの諸国を内包することに

た。

（ ），谷口誠（ ），小原雅

」論を参照。〕

。

「東アジア」コンセプトの

アジア」とは地理的にも社

なり，「東アジア」コンセプト

博（ ），『日本経済新聞』（

印象を大きくすることにな

会的にも一線を画す西アジ

を曖昧にする要素もはら

），その他最近盛行の各種

５．アメリ

このような

メリカのスタ

は，この地域

振り返っ

り， 年代

の興隆に大き

カと「東アジア」

「東アジア」に傾斜した地域

ンスは微妙である。また現実

の協力の成否に大きな影響を

てみれば，アメリカのスタン

半ば以降における の存

く作用した。

協力の動きに対して，局外

の国際政治の世界で，超大

及ぼすものとなる。

スの変化は， の成立と

在感の希薄化とそれに代わる

者の立場におかれているア

国アメリカのとるスタンス

年代前半の盛り上が

「東アジア」コンセプト

に

年代後

きがあったが

しかし，と

とされていた

ジア」への関

対するアメリカの積極的関与

半，アメリカ内にはアジア太

，アメリカが の設立

くにオーストラリア・ホーク

ことには，アメリカの強い反

係を強化することがアメリカ

―― 年代半ばまで

平洋における地域協力の枠

過程に直接に関与することは

首相のアジア太平洋地域協

発があった。その背景には

の将来にとって国家戦略的

組みについてさまざまな動

なかった。

力構想でアメリカが局外者

，ますます興隆する「東ア

な重要性があるという基本

的な認識と，

するアメリカ

（

い多国間協

は，アメリ

立への積極的

このような

さらに「東アジア」の経済的

の貢献への自負があった。ア

）の「新太平洋パー

力機構が必要とされている」

カがこの地域に全面的に関与

態度を表明した。

アメリカの態度明確化は，そ

な発展の基礎となるアジア

メリカは， 年６月ジェ

トナーシップ」と題された講

としたうえで，「新たな機構に

していく姿勢を示すことにな

れまで地域協力構想をリー

太平洋地域の安全保障に対

ームズ・ベーカー国務長官

演で，「今や太平洋に新し

アメリカが参加すること

る」とのべて， 設

ドしてきた日本とオースト

ラリアの間

め』の方向に

設

これが当時

ち出した「太

の地域協力へ

にみられた協力枠組み構想の

収斂させて， の枠組

立後， 年代に入って，ア

， に対する社会的関心

平洋共同体」構想は，これま

の参与の姿勢を示すことにな

違いを調整し，最終的に日本

みを実現するために貢献した

メリカの への期待と関

を大きく高めた。とくに

でよりもより一層明確な形

った。

の通産省『中間とりまと

。

与が目立つことになり，

年クリントン大統領が打

でアメリカのアジア太平洋

（ ）



ベーカー国務

しかしこのク

から，アメリカ

立命館経済

長官の「アジア太平洋」理解

リントン政権の積極姿勢に先

国内ではアジア太平洋に対す

学（第 巻・第２号）

立って，すでにジョージ・

る戦略的な関心が高まりつつ

ブッシュ 政権の時代

あった。 年に講演

で に対

ォーリン・アフ

論文を発表し，

国務長官はこの

と同様に，きわ

いる課題，そし

するアメリカの積極的な関与

ェアーズ』誌 ／ 年

（ 訳

改めてアメリカのアジア太平

中で，「アメリカの今後にと

めて重要な地域である」とし

て機会を考えた場合，太平洋

の市政を示したベーカー国務

冬号（ ）で

「対アジア政策新大綱」『中央公

洋に対する戦略的な関心の高

って，アジア太平洋地域も，

た上で，「アジアにおいてわ

共同体の安定や繁栄を確保す

長官自身がさらに『フ

論』 年１月号）なる

さを示した。ベーカー

ヨーロッパ大西洋地域

れわれが現在直面して

るための強力な枠組み

は，次に指摘す

「第１に，わ

組みを構築する

「第２に，わ

いかなければな

「第３に，わ

ける不安や疑惑

このように課

る３つの要素を基本とするこ

れわれは，開放的な世界貿易

ことが必要である。…」

れわれは，同地域における民

らない。…」

れわれは，アジア太平洋にお

を和らげるような，新たな防

題を設定した上で，まず「

とが必要である」とのべ，つ

システムと整合性をもつよう

主化を促進し，地域諸国との

ける多様な安全保障上の関心

衛構造を規定していかなけれ

われわれは を，市場経

ぎの３点を挙げている。

な経済統合のための枠

共有の価値観を高めて

を繁栄し，地域内にお

ばならない。…」

済の成長を維持し，世

界および地域的

ニズムであると

また，「市場

ける市場経済の

その上で，「

ことになろう」

な貿易の自由化を促進させ，

考えている」とのべた。

経済と政治的多元主義は不可

発展にとっての，政治的な民

アジア太平洋地域の安全保障

とのべた。

さらには相互依存の課題に取

分のものである」とのべて，

主化の重要性を強調した。

構造において，米国の関与は

組むための重要なメカ

アジア太平洋地域にお

今後もその中核をなす

スカラピーノ

『フォーリン

アメリカを代表

）・カリフォ

（ 訳

国務長官と呼吸

スカラピーノ

教授の「アジア太平洋」理解

・アフェアーズ』誌 ／

するアジア太平洋論の国際政

ルニア大学バークレイ校名

「アメリカの 世紀の鍵を握る

を合わせて，アジア太平洋地

教授は，同上論文で，まず

年冬号（ ）には

治学者，ロバート・スカラピ

誉教授が論文

アジア」『中央公論』 年２月

域に対する米国の認識を示し

「 年以降，アメリカはアジ

ベーカー論文と並んで，

ーノ（

号）を著し，ベーカー

た。

アへの大規模な軍事関

与を行い，その

した。こうして

はヨーロッパよ

形をとるにせよ

重要な課題とは

性と協力体制を

後もアジア地域における政治

アメリカとアジアの関係は強

りも重要な地域となった」と

，必ず台頭してくるであろ

，北アメリカとアジア太平洋

最大限に促進することなので

指導を続け，文化，経済，金

化され，アメリカ経済にとっ

のべ，さらに「アジアの周辺

う」とのべて，「いずれにせよ

という二つの地域で活動し，

ある」と主張している。

融面での関係も活発化

て，アジア太平洋地域

地域諸国は，いかなる

，アメリカにとっての

それぞれの地域の開放

（ ）



その際，と

野であった。

造を構築して

「アジア太平洋（

くに「安全保障こそが，アメ

」「これまでの経験からも，米

いかなければならないのは明

）」コンセプトの有効性（坂

リカ政府が最も壮大な規模

国が特定の状況に機敏に対

白である」と強調している

本）

の政策を打ち出してきた分

応できるような安全保障構

ことが注目される。

同論文は，

リカはアジア

ジアとは，地

アジアに対す

つぎにみる

しかし，その

アメリカのア

「現在，ヨーロッパ，ソヴィ

に対しては受動的な態度に終

理的に地球の半分を占め，ア

る新政策を考えていく時期に

ように，アメリカのアジア太

ような動揺にもかかわらず，

ジア太平洋に対する戦略的ス

エトに対して大きな関心が注

始しており，こうした態度

メリカの 世紀の命運を握

来ているといえよう」と締

平洋に対する関心は，一時

ベーカー国務長官やスカラ

タンスは，大きくは変わっ

がれている。一方でアメ

は改めるべきであろう。ア

る地域なのである。いまや

め括っている。

期後退することになった。

ピーノ教授が示したような

ていないように思われる。

むしろその路

味で，上記の

して，今日に

後退するア

年大阪

れをもたらし

第１は，直

線はより明確になってきてい

２つの論文は， 世紀におけ

至ってもその価値を失ってい

メリカの積極性―― 年代

のあと，アメリカの

た要因として，一般に２つの

接 年大阪 の結果

る，またそうならざるをえ

るアメリカのアジア太平洋

ない。

後半以降

への熱意は一時期，後

ことが上げられている。

と関わっている。一言でいえ

ないように見える。その意

戦略の基本を示したものと

退することになった。こ

ば，この会議にかけたア

メリカの期待

平洋共同体

念頭に，こ

た基本原則は

基本においた

アメリカのそ

第２は，

と思惑が実現できなかったこ

」構想を打ち出し， を

の 年 でこれを実現

，貿易自由化は各国の自主的

ものとなり，アメリカの思惑

れまでの にかけてき

年のアジア通貨危機を契機

とである。アメリカ・クリ

貿易自由化をすすめる枠組み

させようと臨んでいた。しか

な取り組みによってすすめ

から大きく乖離した結果と

た期待を大きく萎ませること

として，アメリカが「成長

ントン政権はそれまで「太

として機能させることを

し，この会議で確認され

ていくという自主性原則を

なった。このような結果は，

になった。

する東アジア」に対しても

っていた危機

う対照的な

ったと思われ

「アジア太

しかし，

りつつある。

意識が低下したことである。

状況も，アメリカの に

る。

平洋」に対するアメリカの再

世紀に入り，とくに近年，改

それは，すでに前項で触れた

この時期，日本経済の低迷

対する積極的な姿勢に，一時

関心―― 年以降

めてアメリカの「アジア太

近年の「東アジア」コンセ

とアメリカ経済の好調とい

期水をさすことにつなが

平洋」に対する関心が高ま

プトの浮上と大きく関わっ

ている。

「東アジア

では，その重

在感の大きさ

国際政治的に

る安全保障問

」コンセプトの浮上も，

みが相当に変わってきている

である。その経済発展の目覚

も，ますます大きなものとな

題に関わる中国の発言力の大

年代のそれと， 年代に入

。その最大の要因の１つは

しさによって，中国の存在

ってきている。その象徴は

きさである。

ってからの近年の状況と

，なんといっても中国の存

は，経済的にはもちろん，

，とくに東北アジアにおけ

（ ）



このような状

このことは，た

に表すとみられ

立命館経済

況を背景に，アメリカの「東

とえば，アメリカの国際政治

る『フォーリン・アフェアー

学（第 巻・第２号）

アジア」に対する関心は，再

，国際経済の関心の所在をも

ズ』誌の論調にも端的に表れ

び拡大してきている。

っとも代表的，象徴的

ている。その点で，同

誌， 年７／

）自身の論文

の台頭を直視せよ

同論文は，ま

いる」とのべ，

ワーも培いつつ

ドその他のアジ

８月号（ ）に登

，

」『論座』 年８月号）が注

ず冒頭で，「西の世界から東

「台頭するアジアの経済国家

ある。」「現在，もっともめざ

ア諸国もかなりの成長を遂げ

場した編集長ジェームズ・

（ 訳「グローバ

目される。

の世界へのパワーシフト（力

は，経済力の高まりを背景に

ましい台頭を遂げているのは

ており，今後数十年にわたっ

ホーグ（

ル・パワーシフト アジア

関係の変化）が加速して

，政治的，軍事的なパ

中国だ。しかし，イン

て欧米主要国の経済を

上回る発展を遂

ただこの点で

がアジアでの新

国，そして最終

しかしいずれ

いくために，ホ

うのがホーグ編

この主張自身

げると考えられる」との状況

の日本の評価は低く，「経済

しいパワー再編の中核になる

的にはインドだろう」として

にしても，「アジアで急速に

ワイトハウスとアメリカ議会

集長の主張である。

は別に珍しいものではないが

評価を示している。

的に低迷し，高齢社会という

ことはありえない。むしろ，

いる。

進展している大きなパワーシ

は一連の変化に今から備えて

，この時期に，アメリカを代

問題を抱えている日本

その役目を担うのは中

フトにうまく対応して

おく必要がある」とい

表する国際政治誌の編

集責任者自身が

対して対応を迫

アメリカの

しかし，「東ア

であろう。それ

おりである。そ

軽視することは

改めてこのような論評を掲げ

られているアメリカの状況を

「東アジア」に対するスタンス

ジア」の浮上は 世紀の大き

は，ここでこれまで紹介して

うであるとすれば，アメリカ

ますますでき難くなってくる

るところに，現在の世界情勢

リアルに理解することができ

はこれまで必ずしも一貫しな

な歴史の流れとして，その大

きた何人かの代表的論者の見

にとって，国家戦略として

であろう。

の急速な変化とそれに

る。

かったところがある。

筋は変わることはない

解でも示されていると

「東アジア」との関係を

このような状

いものに映るで

「東アジア」

カに拡大してい

ア」に対する関

〔以上，文中引

（ ），などを参

況のなかで，アメリカにとっ

あろう。それはまさに 世紀

の浮上が目覚しいものとなる

くことは十分予測されること

心が再び拡大してきているの

用の諸論文のほかに，山影進（

照。〕

て，アメリカ抜きの「東アジ

における繁栄からの切断を意

にしたがって，このような危

である。 世紀に入って近年

には，このような歴史的背景

），五十嵐武士（ ），大庭

ア共同体」は，耐え難

味するからである。

機感と警戒心がアメリ

，アメリカの「東アジ

がある。

三枝（ ），小原雅博

６．「アジア

しかし他方，

安全保障を基本

は否定的である

欠かすことので

太平洋」コンセプトと日本の

それでは東アジア地域は，ア

にした政治的な安定を確保し

。「東アジア」の安定的発展

きないものと思われる。

役割

メリカとの関係を抜きにして

うる条件を十分成熟させえて

にとって，やはり依然として

その経済的な発展と，

いるであろうか。答え

，アメリカとの関係は

（ ）



このように

深めることの

た政治的にも

「アジア太平洋（

考えると，「東アジア」とい

意義を確認しつつも，同時に

依然として重要な意義をもっ

）」コンセプトの有効性（坂

う単位での地域的まとまりで

「東アジア」とアメリカを

ている。

本）

交流，とくに経済交流を

ぐ関係は経済的にも，ま

このような

ていないとい

この「アジ

的にもっとも

の「東アジア

保持してい

また政治的に

関係を体現するコンセプト

うべきであろう。

ア太平洋」コンセプトを現実

重要な役割を担わなければな

」でアメリカと経済的にも，

るのは，日本である。他方，

も民主主義システムの確立し

として，「アジア太平洋」は依

に意義あるものとして機能

らない立場にあるのは，日

政治的・安全保障的にも，

「東アジア」の中で経済的にも

た国としてリーダーシップ

然としてその意義を失っ

させていく点で，今日戦略

本であろう。現実に，今日

もっとも強固な協力関係を

っとも大きな力をもち，

を取りうる立場にあるのも

日本である。

日本はアメ

質的に機能さ

いていること

本は 世紀の

〔以上，文中

（ ， ）

リカと「東アジア」の両サ

せうる戦略的立場に立ってい

が多くの論者からも指摘され

世界史に絶大な貢献を果たし

引用の諸論文のほかに，山影進

，小原雅博（ ），栗山尚一（

イドとの協力関係を強化しつ

る。この点で，近年の日本

てきている。この立場を確

たことになるであろう。

（ ），五十嵐武士（ ），

）などを参照。〕

つ，「アジア太平洋」を実

の外交政策はバランスを欠

立することができれば，日

大庭三枝（ ），寺島実郎

以上では，

もっぱらそこ

や成行きをみ

しかし，「

．文明史におけ

第２次世界大戦後のアジア太

での地域協力の必要性やその

てきた。

アジア太平洋」コンセプトの

る「アジア太平洋」コンセ

平洋地域をめぐる経済的，

あり方の視野から「アジア

意義はこのような短期的な視

プト

政治的状況の変化のなかで，

太平洋」コンセプトの形成

野からの論議だけでは尽

くせない深さ

る性格をもっ

インドネ

社）という著

ア太平洋時代

文明論

経済的

と重さをもっている。それは

ている。

シアの著名な外交官であった

書がある。同書はすでに

」というコンセプトがつぎの

的観点

観点

，長期的な，人類文明史の

アリフィン・ベイに『アジア

年に刊行されたものである

ような３つの観点から意味

視野からの論議が求められ

太平洋の時代』（中央公論

が，同書をみると，「アジ

付けられている。

政治的

および

けであり，改

ここでの関

この考えの

中海から大西

，イデオロギー的観点および

は，すでにこれまで本稿でみ

めて説明をつけることは省く

心は， の文明論的な観点か

エッセンスは，「大西洋から

洋へ，そして大西洋から太平

安全保障上の観点

てきたのと同じ観点からの

。

らの「アジア太平洋」コン

太平洋への『文明の移行』」，

洋へと移行しつつあること

「アジア太平洋」の意味づ

セプトの意味づけである。

つまり「文明の潮流が地

に伴って，今や『アジア太

（ ）



平洋時代』が到

このような歴

た。たとえば，

立命館経済

来しようとしている」という

史の見方は，すでに 年代

アメリカの元国務長官，ヘン

学（第 巻・第２号）

ことである。

から，いろいろな立場の論者

リー・キッシンジャー（

によって発せられてい

）はある

対談で（『朝日新

ら太平洋に移動

スペイン帝国や

洋」の時代がや

これまで「ア

うな歴史の大局

しかし，これ

聞』 年６月６日朝刊），「歴

していくだろう」とのべてい

大英帝国の時代には大西洋だ

ってくるということである。

ジア太平洋」コンセプトや

的な見方を表に出して語るこ

らのことが論じられるとき，

史的にみると，世界の重心は

る。歴史の表舞台は，古代ロ

った。そして， 世紀には，

「アジア太平洋」時代の到来が

とはあまりなかったように思

ベイが強調するように，当面

間違いなく，大西洋か

ーマ時代には地中海，

「太平洋」「アジア太平

語られるとき，このよ

われる。

する経済的，政治的な

状況や課題から

考える。そのこ

課題をより深く

このような問

それを，人類

移」の歴史観を

１．文明進化

と同時に，人類文明史的な，

とによって，当面する地域協

理解することを可能にするか

題意識から，私自身は， 世

年の文明史展開の視野

提示したことがある〔坂本和

の中心軸遷移

より広く，長期的な視野を持

力についても，さらにそれが

らである。

紀における「アジア太平洋」

から論じ， その背景にある

一（ ），第４章を参照〕。

つことが必要であると

負わなければならない

時代の到来について，

「文明進化の中心軸遷

人類文明の歴

することができ

その具体的な

海域が果たして

の３大海洋であ

たどってみると

移に決定的に大

史をたどってみると，進化の

る。

内容は後で説明するが，この

きている役割である。その際

り，さらに規模は小さいが，

，これらの地球上の海洋と海

きな役割を果たしてきており

たびにその中心軸が地理的に

ことを理解するための最大の

視野の入ってくるのは，イン

シナ海・黄海と地中海である

域が，その都度，その都度の

，また今果たそうとしている

移動していくのを観察

視点は，地球上の海洋，

ド洋，大西洋，太平洋

。これまでの文明史を

文明進化の中心軸の遷

。

このことを念

てきたかをみて

第１ステージ

第２ステージ

第３ステージ

個々の事実の

体的に説明して

頭において，これまで人類の

みると，概略以下のようであ

ユーラシア大陸とインド洋

中東アジアと地中海海域

西ヨーロッパ，（西部ユーラ

多くはすでに常識に属するこ

みる。

文明がどのようにその発展の

る。

，シナ海・黄海海域

シア大陸），アメリカ大陸と大

とであるが，それぞれの局面

中心軸の遷移をたどっ

西洋

について，もう少し具

第１ステージ

周知のように

域，メソポタミ

ユーラシア大陸

で４つの固有の

ユーラシア大陸とインド洋

， ないし 年前（紀

ア（チグリス・ユーフラテス河

に接する北アフリカのエジプ

文明が誕生し，人類史上の

，シナ海・黄海海域

元前 ないし 年），ユー

流域），インド（インダス河流

ト（ナイル河流域），これらの

「都市革命」が実現した。また

ラシア大陸の３つの地

域），中国（黄河流域）と，

４つの地域で，相次い

近年，中国では黄河と

（ ）



並ぶもう１つ

明とほぼ同時

これらの古

「アジア太平洋（

の大河，長江流域で，黄河文

代の文明）の存在があきらかに

代文明の成果を引き継いで，

）」コンセプトの有効性（坂

明に先行する文明（メソポタ

なりつつある。

さらに紀元前８世紀から前

本）

ミア，インド，エジプト諸文

４世紀にかけて，人類は，

ギリシャ，イ

的な変革とし

ところで，

で，地域的に

つある。そし

ったというこ

たとえば，

スラエル，イラン，インド，

ての「精神革命」を成し遂げ

これらの古代諸文明はそれぞ

も，時代的にもさまざまな交

てその際，これらの地域を取

とである。

もっとも古いメソポタミア文

中国などの地域で，史上は

た。

れ固有の起源を持っていた

流があり，相互作用のあっ

り巻く海洋が果たした役割

明とインダス文明の間にも

じめての，人間精神の画期

と同時に，それら相互の間

たことがあきらかになりつ

はきわめて大きなものがあ

相互交流があったことを示

す事実がある

である。

また「精神

地中海，とく

時代は下る

ていくのに際

が果たした役

いずれにし

といわれている。これには，

革命」の偉大な一端を担った

に東地中海を舞台として展開

が，インドや中国での「精神

しては，陸上のルートだけで

割は絶大なものがあったとい

ても人類文明は，紀元前

両者をつなぐインド洋の役

ギリシャ文明と，その伝統

した。

革命」の成果が北東アジア

はなく，インド洋，シナ海

える。

年から紀元後６世紀ごろま

割が大きかったことは確か

を引き継ぐローマ文明は，

，東南アジア全域に拡がっ

，黄海などの東アジアの海

で，つまり「都市革命」

から「精神革

として文明の

第２ステー

人類文明史

て，その後半

てのイスラム

命」の前半の時代まで，主と

進化と蓄積を遂げてきたとい

ジ 中東アジアと地中海海域

上の「精神革命」は，７世紀

の時代を迎える。この「精神

文明の登場を意味していた。

してユーラシア大陸とそれ

える。

以降の中東アジアにおける

革命」の後半の時代の到来

を取り巻く海洋を中心舞台

イスラム教の登場を境にし

は，また，新しい文明とし

７世紀，中

リカからイベ

圏を形成する

インド文明や

きな役割を果

地中海はかつ

明圏「海洋イ

東アジアに登場したイスラム

リア半島，スペインまで，東

ことになった。そして，それ

中国文明と大きな交流，融合

たしたのが東西の海洋，地中

ての「ローマの海」から「イ

スラム」が形成されることに

文明は，以後急速に東西に

は東南アジア，インドネシ

までの既成の文明，西のギ

を果たすことになったが，

海とインド洋であった。具

スラムの海」に変り，また

なった。

普及していき，西は北アフ

アまで，広域にわたる文明

リシャ・ローマ文明，東の

その際，やはり決定的に大

体的にいえば，この時代，

，東のインド洋では一大文

第３ステー

世紀イタ

きく西ヨーロ

革命」はさら

「産業革命

ジ 西ヨーロッパ，アメリカ

リア・ルネサンスと引き続く

ッパに展開していくことにな

に ， 世紀の「産業革命」

」は，さらに西方に，大西洋

大陸と大西洋

「科学革命」を契機として

った。この西ヨーロッパを

に展開する。

を越えてアメリカ大陸に拡が

，人類文明の発展機軸は大

拠点とする 世紀の「科学

り，産業文明としてのヨ

（ ）



ーロッパ・アメ

パ・アメリカ文

２つの大陸に

立命館経済

リカ文明を形成していく。

明であった。

またがるこの産業文明を，１

学（第 巻・第２号）

先立つ 世紀に世界を支配し

つの文明として浮上させる上

たのは，このヨーロッ

で決定的に大きな役割

を果たしたのは

陸間の盛んな文

ような視点から

のである。

このように，

ア 西ヨー

たことがわかる

，２つの大陸の間に横たわる

明の交流を保障し，両大陸に

見ると，この文明は，「ヨー

人類の文明の大きな流れを

ロッパとアメリカ大陸と，そ

。そしてその際， ユーラシ

大西洋の存在であった。この

またがる一大文明を展開させ

ロッパ・アメリカ大西洋文明

見てみると，それは ユーラ

の中心軸を「西方に」移動さ

ア大陸を取り巻くインド洋，

大洋の存在が２つの大

ることになった。この

」ともいわれるべきも

シア大陸 中東アジ

せつつ進化を遂げてき

シナ海・黄海， 地中

海， 大西洋，

もとよりこの

まったと強調し

壊してしまう場

なくなるとはい

を簡単に予測す

端的役割を果た

ンド文明にはそ

などの海洋・海域がその都度

ようにいっても，中心軸の役

ているわけではない。そのよ

合も人類史は経験してきてい

え，それぞれの文明の独自の

ることはでないが，一度，先

すようになることも，大いに

のような理解が必要ではない

，決定的に大きな役割を果た

割を経過したあとの文明が，

うな場合もあるし，ある時期

る。しかし多くの場合，進化

進化を遂げて今日に至ってい

端地域から後退した地域が，

ありうることである。とくに

かと思われる。

してきたわけである。

それで進化を止めてし

の隆盛の後に完全に崩

の先進の役割を果たさ

る。また，将来のこと

再び，人類史の上で先

アジアの中国文明やイ

いずれにして

けてきていると

けである。

〔以上，坂本和

太（ ），など

２．「アジア

も，人類文明はこれまでその

いえる。そしてその都度，地

一（ ）による。また，この

を参照。〕

太平洋文明」の到来

中心軸を地球上大きくは西方

球上を代表する海洋が大きな

ような文明論の視点については伊

に移しながら進化を続

役割を果たしてきたわ

東俊太郎（ ），川勝平

「東西文明の

以上のような

西方に移り，今

いえば， 世紀

ーロッパ・アメ

諸文明の蓄積と

これはいわば

融合」としての「アジア太平

，いわば「文明進化の中心軸

度はアジア太平洋地域が大き

以来これまで大西洋を挾んで

リカ大西洋文明が，さらにア

融合を起こし，新しい文明の

「アジア太平洋文明」の可能性

洋文明」

遷移史観」からすると，人類

な舞台として登場することが

ヨーロッパおよびアメリカ大

ジア太平洋地域を舞台に，古

局面をつくりだす可能性があ

であり，文明史上における

文明の中心軸はさらに

予想される。具体的に

陸で蓄積されてきたヨ

代文明以来のアジアの

るということである。

「アジア太平洋」コンセ

プトの登場であ

実際にこの間

なる兆候がある

る急速な経済発

地域協力におけ

世紀以降欧

る。

の地球社会の動きを見ると，

ことがわかる。その最大のも

展である。そして，それがま

る「アジア太平洋」コンセプ

米列強の支配下におかれたア

この「アジア太平洋文明」の

のは，いうまでもなく 年

た，本稿前段 で見たような

トの浮上の背景となっている

ジアは，第２次世界大戦後，

可能性が現実のものと

代以降のアジアにおけ

年代以降の，国際

わけである。

植民地状態から解放さ

（ ）



れた。しかし

除けば，「停

しかし

「アジア太平洋（

それ以降も， 年代までは

滞するアジア」が長くアジア

年代に入って，日本の後を追

）」コンセプトの有効性（坂

アジアの経済は発展軌道に

の一般的なイメージであった

うように，韓国，台湾，香

本）

乗ることができず，日本を

。

港，シンガポールで経済成

長が軌道に

が大きく進み

ター」と呼ば

周知のよう

難に見舞われ

にクルーグ

ものであっ

乗り始め（アジア の形成）

はじめた。このような状況の

れ， 世紀は「アジア太平洋

に， 年にタイの通貨価値

，アジアは経済のみならず，

マン教授が予言したように，

た。かつて「アジア太平洋の

，さらに，現在の の

中で， 年代初めには，

の時代」といわれるように

の下落をきっかけに，アジ

社会全体として大きな混乱

「やはりアジア経済の成長は幻

時代」の到来を高らかに謳っ

諸国で連鎖的に経済発展

アジアが世界の「成長セン

なった。

ア全域が通貨危機，経済困

に陥った。これは， 年

だったのか」と思わせる

ていた論者の中からも，

「もうアジア

しかし，

ものとなって

この際，と

となりつつあ

ている。その

のである。

このような

の成長は終焉した」という論

世紀を迎えて，アジア経済は

いる。とくに中国とインドの

くに大きな注目点は，今日，

るという点である。世界の

最大拠点が中国である。そし

アジアの経済発展は， 世

者も現われた。

急速に回復し，むしろ発展

成長は驚異的なものがある

アジアが世界の「ものづく

「ものづくり」資本とその拠

てこれが，いまアジアの経

紀における「アジア太平洋の

の新たな局面の展開を示す

。

り」の拠点，「世界の工場」

点がアジアに大きく集中し

済を大きく浮上させている

時代」，さらに「アジア太

平洋文明」到

これまでの

まらず，その

ジアで進みつ

このような

思われる。そ

り西方に遷移

来の可能性を示す何よりの兆

歴史を見ても，「ものづくり

時代，その時代の文明の発展

つある状況は，文明論的な視

アジアの経済発展は，さらに

れは，結論的にいえば，新た

してきた 世紀以来のヨーロ

候である。

」は経済発展の最大の基盤で

を主導する基盤となってき

点からも評価しておく必要

深い人類社会進化の局面に

な「東西文明の融合」の展

ッパ・アメリカ文明と，古

あると同時に，それに止

た。その意味でも，今日ア

がある。

がっていくもののように

開である。西の文明，つま

代以来蓄積されてきた東の，

アジアの諸文

可能性がある

これまで人

にシルクロー

われるインド

これまで人類

るレベルの

明が「アジア太平洋」を舞台

ということである。これが，

類史の上では，「東西文明の

ドを通しての「東西文明の融

洋とシナ海・黄海を通しての

史が経験しなかったレベルの

「東西文明の融合」といって

として融合を起こし，新し

「アジア太平洋文明」のいわ

融合」といわれる現象はいく

合」が有名である。さらに

「東西文明の融合」があっ

ものであり，これまでの人

もよいかもしれない。したが

い文明の創造をつくり出す

ば本質である。

度か起こっている。とく

「海のシルクロード」とい

た。しかし，今度のそれは，

類文明史の蓄積を総集約す

ってそれは，「アジア太平

洋文明」とい

「アジア太

しかし，こ

るように思う

その何より

っても，その意味では「地球

平洋文明」の課題

の新しい文明の創造はこれま

。

の課題は，人類生存の絶対条

文明」の創造といわれるべ

での人類史の総集約として

件である地球環境の保全と

きものである。

，重たい課題を背負ってい

，人間のより豊かな生活条

（ ）



件の創造，つま

また，これま

世紀」であった

立命館経済

り経済発展をいかに両立させ

での人類史を見てみると，と

。 世紀はこれを「平和の世

学（第 巻・第２号）

ていくかという課題である。

くに近代といわれるこの数世

紀」に転換していくことも大

紀は，相次ぐ「戦争の

きな課題である。

さらに，この

の不均衡から，

最大の原因であ

世紀を迎え

性が叫ばれてい

ア太平洋文明」

しかし，この

近代という時代を飾ってきた

豊かさとともに厳しい貧困も

る。こうして生み出される貧

て，改めて地球社会の「持続

る。すでにあきらかなよう

の背負う課題を示していると

ような課題の解決を背負う

目覚しい科学技術と産業の発

つくり出してきている。また

困を克服していくことも 世

可能な発展」と，さらに「人

に，この２つのことは，同時

いうことができる。

「アジア太平洋文明」の到来は

展は，他方で経済発展

戦争は貧困を増幅する

紀の課題である。

間の安全保障」の重要

に，新しい文明，「アジ

， 世紀の私たちが手

を拱いていて自

には， 世紀に

れを意識的に

いずれにして

迎えなければな

でいわれてきた

流れの中での，

こうして私た

然にやってくるという，生や

生きる私たちの意識的な努力

「創造」し，「招来」させてい

も，今私たちは，新しい文明

らないところにきている。し

， 世紀は「アジア太平洋の

新しい文明，「アジア太平洋

ちは，さらに人類文明史の脈

さしものではないこともあき

が必要である。その「到来」

かなければならないのである

としての「アジア太平洋文明

たがって，これまで主として

時代」という時代評価も，実

文明」の到来と結びついてい

絡のなかで「アジア太平洋」

らかである。そのため

を待つのではなく，そ

。

」を迎える，あるいは

経済発展を背景に巷間

はこの大きな文明史の

るのである。

というコンセプトを認

識することがで

〔以上，坂本和

３．インド

トの可能

「東アジア」

迎えようとして

きるし，またしなければなら

一（ ）による。〕

（西アジア）の浮上と「アジア

性

の経済発展を軸に人類文明史

いる今日，人類はさらに新し

ないのである。

太平洋」――「アジア太平洋

における新しい局面，「アジア

い時代を迎えることを予想さ

・インド洋」コンセプ

太平洋文明」の時代を

せる状況に直面してい

る。

世界の関心が

それは，「東

済発展である。

インドは，こ

もあり，人口

集中するインドの経済発展

アジア」に連なる「西アジア

れまで目覚めることなき「眠

億を擁する中国が「昇竜」

」インドの，とくに 世紀に

れる巨象」に例えられてきた

と呼ばれ，年率７％を超える

入っての，目覚しい経

。そのような固定観念

成長率を維持しつつ，

「世界の工場」

ちの意識からい

しかし，

世紀に入って本

ス・プロセス・

の工場」といわ

として注目を浴びる反面，中

くぶん遠い現象であった。

年代以降この 数年間にイン

格的に成長軌道に乗り始め

アウトソーシング）産業ではす

れるのに対比して，インドは

国と並ぶ人口大国インドの経

ドは確実に世界の経済大国の

た。とくに （ソフトウエア

でに世界で高い評価を獲得し

「世界のバック・オフィス」

済発展はこれまで私た

仲間入りを果たし，

）産業や （ビジネ

ており，中国が「世界

といわれるまでになっ

（ ）



ている。

インドがこ

なってきたの

「アジア太平洋（

れまで目覚めることなき「眠

は，その人口問題，とくに農

）」コンセプトの有効性（坂

れる巨象」に例えられ，経

村部における人口の急増で

本）

済成長を悲観視する背景と

あった。しかし，今や，イ

ンドはその巨

インドの教

されてきた膨

産業の外国か

また，その

うみだしつつ

いる。

大な人口を経済成長の最大の

育水準の向上と技術開発力の

大な労働力を知識労働者の巨

らの直接投資を集めている。

ような産業の発展に伴う所得

あり， 億の人口を擁するイ

資源に転化しつつある。

強化，ビジネス教育の発展

大なプールに転換しつつあ

水準の向上は，すでに国民

ンドを中国と並ぶ消費大国

は，かつて非生産的とみな

り，さまざまな知識集約型

のなかにかなりの富裕層を

に転換する可能性を秘めて

もとよりイ

を越えなけれ

や多数の言語

おけるインフ

しかし，そ

と社会的な構

中国と並ぶア

このような

ンドがこのような経済発展の

ばならないであろう。この点

グループの存在が作り出して

ラの未整備もこれからの経済

のような課題を抱えていると

造変化はもはや逆戻りするこ

ジアの３大経済大国としての

状況に直面して，今，世界の

軌道を本格的に確立するに

で，依然として残る多数の

いる社会的な隔壁が指摘さ

発展のために克服が必要と

しても，今日すでに展開し

とはないであろう。そして

地位を固めていくことにな

目が，いよいよ目覚めた，

は，まだまだいくつかの壁

カースト制度，多様な宗教

れる。また，広大な国土に

なろう。

始めたインドの経済的発展

， 世紀にインドは，日本，

るであろう。

この「眠れる巨象」インド

に集まってい

熱い関心を示

本稿前段で

ンド，そし

「東アジア」

ろう。

また先に

る。これまであまり関心を示

している。日本政府もインド

触れたように， 年末に

てインドを加えて「東アジア

コンセプトの拡大の背景にあ

紹介した『フォーリン・アフ

さなかったアメリカも，大

との関係強化に乗り出そう

， ＋ にさらにオース

・サミット」が開催されるこ

るのも，とりわけこの間のイ

ェアーズ』誌編集長ホーグ

統領の訪問など，インドに

としている。

トラリア，ニュージーラ

とになった。このような

ンドの存在の急浮上であ

の論文，

めざましい台

遂げており

「（アジアでの

ド重視の状況

文明史にお

（「グローバル・パワー

頭を遂げているのは中国だ。

，今後数十年にわたって欧米

新しいパワー再編の中核になる

評価を示している。

ける「アジア太平洋・インド

シフト アジアの台頭を直視せ

しかし，インドその他のア

主要国の経済を上回る発展

のは）中国，そして最終的には

洋文明」の必然性

よ」）も，「現在，もっとも

ジア諸国もかなりの成長を

を遂げると考えられる。」

インドだろう」と，イン

こうして今

覚しい経済発

しかし，こ

れるべきもの

それは，人類

すでにみた

，中国と並んで，もう１つの

展を背景に，大きな注目を浴

のインドの浮上は，決して単

ではない。先に私が「文明進

文明史上の一つの必然的な流

ように，今日すすみつつある

アジアの大国インドが，

びている。

なるこの 数年間の経済発

化の中心軸遷移史観」とし

れとして理解されなければ

「アジア太平洋の時代」の

年代以来この 数年の目

展の成果からだけで論じら

て示した考えからすれば，

ならないように思われる。

到来は， 世紀以来の成熟

（ ）



したヨーロッパ

ア太平洋を舞台

を果たすことを

立命館経済

・アメリカ大西洋文明と，古

として接触し融合して，新た

その本質としており，それは

学（第 巻・第２号）

代文明以来蓄積されてきたア

な「東西文明の融合」，「アジ

まさに新たな「文明進化の中

ジアの諸文明が，アジ

ア太平洋文明」の形成

心軸遷移」を意味して

いた。

このような見

中国と並ぶもう

ある。

歴史を遡れば

を中心とする東

によって結びつ

方に立てば，「アジア太平洋

一つの人類文明のルーツ，イ

，インドと，インドをめぐる

の「中華文明圏」と，７世紀

ける枢要の役割を果たしてい

の時代」の更なる展開として

ンドが登場してくることは，

外洋，インド洋は， 世紀に

以降西側世界を席巻した「イ

た。このことによって，この

，この歴史的舞台に，

十分予想されることで

至るまで，一方の中国

スラム文明圏」を交易

ころインド洋は「イス

ラムの海」と呼

アンガス・マ

年の時点，

中国とインドの

％インドが

世紀以降，

メリカと大西洋

地化により，ア

ばれるようになったことは，

ジソンの調査によれば〔

つまりヨーロッパ諸国による

２国で当時の世界の

％を占めていたという

「文明進化の中心軸遷移」は

に移動した。とくに 世紀以

ジアはいわば受難の時代を経

すでに触れたとおりである。

（ ）〕，このような

アジアの植民地化が始まる直

（ただし上位 カ国）の約 ％

〔同上書 訳， ページ表１ ８

その第３ステージに入り，中

降の２世紀は，ヨーロッパ列

過した。

歴史的な役割の上に，

前の時点においては，

を占めており，中国が

による〕。

心軸はヨーロッパ・ア

強によるアジアの植民

しかし，文明

を主要舞台に，

ジア諸国・地域

そして，その

ル） 中国と拡

当初，さまざ

含めることは，

はその進化の中心軸を西に移

新たな「東西文明の融合」を

の経済発展である。

アジアの経済発展の連鎖が

がり，さらに今，これにイン

まな形で「アジア太平洋」が

多くの場合，想定外であった

動させつつ， 世紀を迎えた

すすめつつある。その機動力

，日本 アジア （韓国，

ドが加わりつつある。

語られたとき，いずれにして

ように思う。しかし今，アジ

今，アジア太平洋地域

となっているのは，ア

台湾，香港，シンガポー

もそこにインドまでを

アの経済発展を背景に

「アジア太平洋

先に触れた

交錯する関係各

思われる。

このように状

インドを含めた

によっては，よ

」コンセプトを語ろうとすれ

＋ の拡大，インドを含

国の利害関心の調整の結果で

況を整理すれば，これまで私

コンセプトとして理解されな

り積極的に，コンセプトその

ば，そこからインドを外すこ

めた「東アジア・サミット」

あるとしても，歴史的には自

たちが立ててきた「アジア太

おされなければならないであ

ものを「アジア太平洋・イン

とはできないであろう。

の開催も，それ自体は

然の流れであるように

平洋」コンセプトも，

ろう。あるいは，場合

ド洋」と拡大設定する

ことが必要なの

そして，先に

セプトそのもの

〔以上，

かもしれない。

私見としてのべてきた「文明

を「アジア太平洋・インド洋

（ ），小島卓（ ），榊原英

進化の中心軸遷移」の見方か

」と立て直すほうが合理的な

資（ ），などを参照。〕

らすれば，むしろコン

のかもしれない。

（ 年５月１日）

（ ）
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